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Pl−7−10　若年者 に発症 した子宮内膜問質肉腫 3症例 の 臨床的検討
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【目的】子宮肉腫 はその 術前診断が困難で あり，術後 に診断され る症例も少なくない ，術前に診断あるい は疑わ れた症例 で も，
確立 した術式が ある と は言 い 難 く，子宮体癌 に準じた術式が 選択され て きた．一般に子宮肉腫の 発症年齢は比較的高い が，若
年者 の 場合 は術式の 選択 に苦渋す る．子宮内膜間質肉腫 〔以 下 ESS）に 関し て も同様で 術式 だ けで な く術後化学療法に 関 して

も内容 ・有用 性 に
一

定の 見解 は ない ．今 回我 々 は 若年者 に 発症 した ESS の 3 症例 を経験 した の で そ の 臨床成 績 に 関 して 検討

す る．【方法】当院お よ び関連病院で ESS と診断され た 40歳未満 の 3症例 に つ い て そ の 臨床経過 に つ い て 考察 ・検討した．
【成績】診断時の 年齢の 中央値は 30歳 で あっ た．術前 に ESS と診断 され た症 例 は 2症 例で あっ た，全症例 で術式は腹式単純
子宮全的術が選択された．病期は全て 1期で あっ た．術後化学療法がおこ なわれ た症例 は なか っ た．再発が確認され た の は 2
症例で あ っ た．子宮摘出か ら再発まで の 期間は それ ぞ れ 54か 月お よび 15か 月で あ っ た．診断か ら 5年経過 した 2 症例の うち

生 存 は 1例．死亡 は 1 例で あっ た．1結論】子宮内膜間質肉腫 の 術前診断は依然 困難で あ るが，若年者にお い て は月経異常と し

て 症状が 出や すい 事 よ り診断時の 病期 は早い ．また， 子宮摘 出前 に子宮内容除掻把や 子宮鏡下手術等の 縮小手術が行われるこ

とが多い 事よ り術前に診断され や すい 事も特徴である，しか し 3例中 に 2例 に再発を認め，い ずれも筋層浸潤 の ない 症例 で

あ っ たこ とか ら， 若年者で あ っ て も子宮摘出を躊躇して は ならない と再認識 した．本疾患は ホ ル モ ン 依存性 で あ る症例 が 多

く，若 年症 例 に対 す る卵 巣摘 出の 要 否 は更 に検討 が 必 要で あ る，

P1−8ト1　 再発子宮体癌に おける 高用量 MPA 療法の 有用性 に 関す る検討
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【目的】高用量 MPA （酢酸メ ドロ キ シプ ロ ゲ ス テ ロ ン ）は初 期 の 子 宮体癌 に対 す る妊孕 性 温 存 治療 の 一つ と し て広 く用 い られ

て い るが，再発子宮体癌 に対す る治療効果 につ い て の 知見 は乏しい ．今回，再発子宮体癌に 対す る MPA 療法 の 有用性 につ い

て検討 した．1方 法】当科 で 1996年以 降 に 初回 治 療を 行 っ た 再発子宮体癌 95 例 の うち，イ ン フ ォ ーム ド コ ン セ ン ト を得た 上 で

MPA 療法（200〜600mg／Day）を施行した 12例を対象として，臨床病理学的特徴 を調べ る とともに，その 治療効果 につ い て

検討 した．組織型 は すべ て 類内膜線癌 で あ り，分化度は Gradel （Gl）7例，　 G24 例，　 G31 例 で あ っ た．【成 績】初 回 治療 か ら

再発まで の 期間は，中央値 28 ヵ 月 （4 か月
一116 か月）で あ り，再発後 MPA 療法開始まで の 期間は。中央値 7 ヵ 月 （0 カ月

一

37ヵ 月）で あ っ た．化学療法 ・放射線療法と もに希望 され なか っ た 1例 を除き、全例で プ ラチ ナ 製剤 を含む化学療法が 先行

して 施行され て い た．他，手術施行例 が 4例，放射線照射例 が 3例 存在した，MPA の投与期間は 中央値 4．5 ヵ 月（1 ヵ 月
一106

ヵ 月）で あ っ た．Grade2 以 上 の 有害事象 は認め られ なか っ た．分化度 G2／G3 の 5 例で は全 例 Progressive　Diseaseで あ っ た

が，G1 で 測定可 能病変を有す る 6 例 につ い て は，　 Complete　response が 1例，　 Stable　Disease が 2 例 （無増悪生 存期間 ；8
年 と 2年）で あり，Disease・control ・rate は 50％ で あっ た，6か 月以 上 の 内服継続例 は，臨床進行期 1／II期再発 5例で は 0％

で あ り，皿 ／IV 期再発症例 で は 6 例中 5 例 83％ （p ＝O．015　by　Fisher’s　exact 　test）で あ っ た．【結論】進行子宮体癌の 再発例で

あ っ て も， G1 症例 にお い て は
，
　MPA に よ り長期間の 無増悪生 存 が得 られ る 症例が あり，適切 に 患者選択 を行 う方法の 確 立 が

望 まれ る．
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再発低悪 性度子宮内膜 間質 肉腫 に対す る aromatase 　inhibitorの 有効性 に 関す る 臨床的検討
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1目的】低悪性度子宮内膜間質肉腫 （10w　grade 　endometrial 　stromal 　sarcoma ：LGESS ）は 30〜40 歳代 の 若年女性 に 好発す る

稀な 腫瘍で ，約半数で 再発が み られ る ．そ の 多くで エ ス トロ ゲ ン 受容体 （ER ）お よ び プ ロ ゲ ス テ ロ ン 受容体 （PgR）を発現

す る こ とか ら，酢酸メ ドロ キ シ プ ロ ゲ ス テ ロ ン （MPA ）療法が行われ，高い 効果が得 られ る とす る報告もあ る，しか し，高

頻 度の 副作用 発現 や 長期使 用 後の MPA 不 応例等の 問題もある ．今回，　 LGESS に 対す る aromatase 　inhibitor（AI）の 再発予

防の 有効性 に 関する 検討 を行っ た の で 報告する．【方法】2004〜2010年 に 当施設 で 治療を行 っ た LGESS6 例 に つ い て，後方視

的に 臨床病理学的検討を行っ た．【成績】平均年齢 は 41．1 歳 （27〜49 歳）で 全 例が 閉経前で あ っ た．子 宮体癌 に準じた 臨床進

行期は Ia期 1例，　 Ic期 3例，皿 a 期 1例，　 IVb期 1例 で あっ た．子宮全摘出術 （IVb 期症例で は腸管切除 を含 め た播種性病

巣切除術 を併行）を基本 に 肉眼 的 に病巣を完全切 除 した．45歳の Ia期と 27歳 の Ic期で は 片側卵巣を温存 した．全例 にお い

て免疫組織化学で CDIO ，
　ER，　PgR 陽性が確認された，　IVb 期以 外 の 5 例 で は 追加治療 を施行しな か っ た．再 発 は 1例 の み で，

Ia期 症 例 で 42 ヶ 月後 に腟 断 端 ・大 網 ・S 字状結 腸 に再発 病巣が 認め られ，再手術 に よ り完全切除 した．こ の 再発症例 と IVb

期の 症例で AI （letrozole　2．5mg／日）の 投与 を行い，そ れ ぞ れ 42 ヶ月お よ び 52 ヶ 月経過 し，再発及び副作用発現は認められ

て い な い ．1結論1進行 ・再発 LGESS に おい て は，手術 に よ る 完全切除に 連続 して AI を継続 的 に投与す る こ と よ り，長期 に

わ た る 再発予防効果が ある こ とが推察され た．今後，多施設共同臨床試験等で の 症例集積が望まれる．
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